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⑩サ ラー （礼拝） における スン ナ 


• サラ ーに 含まれる 諸々 の 言動の 内、 これ 以前の 項に 挙げた 諸 基幹 や 義務 行為 以外の もの 
は 全て スン ナ です。 スン ナを 行う 者は それにより 報奨を 得ます が、 それを 放棄しても 罰 
が ある わけでは あり ません。 

言葉と しての スン ナ には 以下に 挙げる ような ものが あります： ①サ ラーを 開始す る 際の 
ドウ アー （祈願）、 ②サ ラーを 始める 際に 「アウ ースへ ビツ ラー ヒ. ミナ ツ シャイ ターニ ツ 
ラジ ーム （私は アツ ラーに、 呪われし シャイ ターン （悪魔） からの ご 加護を 乞います）」 と 
唱える こと、 ③ アル ニ ファー テイ ハ 章を 読む 前に 「ビス ミツ ラー ヒツニ ラフ マー ニ ツニラ 
ヒー ム （慈悲 遍く 慈悲 深き アツ ラーの 御名に おいて）」 と 唱える こと、 ④タ アミー ン \ ⑤ア 
ル = ファー テイ ハ 章の 後に ク ルアー ンの 別の 箇所を 読む こと、 など。 

また 動作と しての スン ナ には 次に 挙げる よう な ものが あり ます： ① 先に 触れた 1 2 3 タク ビー 
ル 5 の 箇所で 両手を 挙げる こと、 ② 起立 状態に ある 時に 右手を 左手の 上に 置く こと、 ③イフ 
テイラー シュ 4 、 ④ タワ ツルク 5 など。 

• サラ ーを 無効に する 物事： 

サラ ーは 以下に 挙げる 物事に よって 無効と なります： 

1 一 故意に、 あるいは 不注意から サラ ーの 基幹 や 条件を 満たし 損ねる こと。 あるいは 何ら 
かの 義務 行為を 故意に 放棄す る こと。 

2 — 無駄な 動作を 多 く 繰り 返す こと。 

3 — 故意に アクラ 6 を顕 わにす る こと。 

4 — 故意に 喋ったり、 笑ったり、 飲食した りする こと。 


1 訳者 注： アル = ファー ティ ハ 章を 読み終え た 時に、 「アーミー ン」 と 唱える ことです。 

2 訳者 注 ： 詳しくは 「⑤ サラ ーの 形」 の 項を 参照の こと。 

3 訳者 注： 「アツ ラー フ •アク パル」 と 唱える ことです。 

4 訳者 注： 左足の 上に お尻を つけて 座り、 右足は 立てて その 指先を キ ブラの 方に 向ける 座 位 姿勢の ことで 
す。 

5 訳者 注： 「タワ ツ ルタ」 は 最後の タシャ ツフ ドの 際の 座 位 姿勢の ことで、 以下のような 形が あります： 

① 右足を 立て、 寝せ た 左足を 右足の 腿と ふく ら はぎの 下から 外側に 出し、 お尻は 地面に 直接つ けて 座る 形。 

② 左の お尻を 地面に つけ、 両足を 右側に 出す 形 （いわゆる 女 座り）。 ③ 右足を 寝かせ、 左足を 右 腿と ふくら 
は ぎの 間 に 入れて 外側に 出す 形。 

6 訳者 注： 「アウラ」 とは 人前で 晒して はいけ ない 体の 部位で、 男性の アウラは へそから 両 膝までで、 男 
性に 対する 女性の アウラは 顔と 両手を 除く 全身です が、 その他に も 諸 見解が あります。 



• 義務の サラ ー 後の イス テイ グフ アール （アツ ラーに 罪の 赦 しを 乞う こと） に関する 法的 
見解： 

義務の サラ ー 後の イス テイ ダフ アールは、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） 
から 確かな 形で 伝えられ ている 行いの 1 つです。 

サラ ーを す る 者は 読誦 や ルクー ウ やサジ ダな どの 外面 的な 行いで あれ、 あるいは アツ ラ 
一に 対する 畏怖の 念 や サラ ーへの 専心な どの 内面的な 行いで あれ、 サラ ーに おける 至らな 
さや 不注意な どから 決して 免れえ ません。 そういった 意味合いから、 サラ ーの 後に そのこ 
とに 関する 罪の 赦 しを 乞う のです。 

• ズイ クル （念 唱） の 形： 

1 一大 小の 穢れ 7 、 月経、 産後の 出血の 状態に ある 場合で も、 心と 舌を 用いて ズイ クルす る 
ことは 許されて います。 ズイ クルとは つまり、 タス ビーフ 8 やタハ ジール 9、 タ ハミード L 0 や 
タク ビール、 ドウ アー （祈願） や 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） に対して 
の 祈願な どの こと を 指します。 

2 —ズイ クル や ドウ ア ーは 一般的に、 声に 出さずに 唱える 方が 望ましい と言われます。 但 
し 5 つの 義務の サラ ー や タル ビヤ A あるいは 他人に 対しての 教示の ためな ど、 声に 出して 
唱える ことが 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） から 伝えられて いるものに 関 
しては、 声に 出して 行う 方が よいで しよう。 

• タシャ ツフド （信仰告白） 12 をす るのを 忘れて 立ち上がって しまった 場合の 法的 見解： 

2 ラク ア 目が 終わった 後、 イマームが タシャ ツフ ドを する のを 忘れて 立ち上がって しまっ 
た 場合、 完全に 起立す る 前に それを 思い出したら 座り 直します。 しかし もし 完全に 立ち上 
がって しまったら、 その 時は 座 位 姿勢には 戻りません。 そのような 場合は タス ターム じ の 前 
に 不注意に よる サ ジタ' じ を します。 


7 訳者 注： 「大きな 穢れ」 とは、 精液の 発射、 性交、 月経 や 産後の 出血な どに よって 陥る 状態の ことです。 
一方 「小さな 穢れ」 とは、 排便、 放屁、 熟睡 や 失神 や 酩酊な どに よる 一時的な 分別の 喪失な どに よって 陥 
る 状態の ことです。 

8 訳者 注： アツ ラーの 完全無欠 性、 全ての 物事から 超越す る 崇高 さを 讃 える こと。 「スブ ハー ナツ ラー」 
という 言葉 に 代表され ます。 

9 訳者 注： アツ ラー こそが 唯一の 主で あり、 真に 崇拝すべき 対象で ある ことを 唱念 する ための 言葉。 「ラ 
— r ラー ハ •イ ツラツ ラー」 という 言葉に 代表され ます。 

10 訳者 注： アツ ラーに こそ 全ての 賛美が あると 唱念 する こと。 「アル = ハムド リツ ラー」 という 言葉に 代 
表されます。 

11 訳者 注： 詳しくは 「⑥ハ ツジと ウ ムラ」 の 章の 「③イ フラーム」 の 項を 参照の こと。 

12 訳者 注 ： 詳しくは 「⑤ サラ ーの 形」 の 項を 参照の こと。 

13 訳者 注： 礼拝 最後の 動作で、 右と 左に 振り向いて 挨拶す る こと。 

14 訳者 注 ： 詳しくは 「⑪ 不注意に よる サジ ダ」 の 項を 参照の こと。 
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• サラ ーす るた めに 家を 出た ものの、 既に 人々 が サラ ーを 終えて しまって いた 場合に 関す 
る 法的 見解： 

サラ ーを する ために 家を 出たなら、 もし 礼拝の 場に 到着した 際に 人々 が 既に サラ ーを 終 
えてし まっていた としても、 彼らと 同様の 報奨が あるで しよう。 

アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 （彼に 
アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：" ウド ウーを 良い 形で 行い、 それから モス 
クに 赴いた ところ 人々 が 既に サラ ーを 終えて しまって いたよ うな 場合で も、 偉大 かつ 荘厳 
なる アツ ラーは 彼に、 その サラ ーに 参加して 完遂した 者の それと 寸分 も 変わる ことのない 
同様の 報奨を お与え 下 さるであろう。"」 （アブー •ダー ウー ドと アン = ナサ ー イ ーの 伝承 巧 

• サラ ーの 内外に おける タ アミー ン 16 に関しての 法的 見解： 

次の 2 つの 場面に おいて、 タ アミー ンは スン ナ です： 

1 ー サラ ー中に おいて： イマーム であれ、 その 追従 者で あれ、 あるいは 単独で サラ ーを 行 
なう 者で あれ、 アル = ファー テイ ハ 章を 読み終え た 後に タア ミー ンを 唱える こと はス ンナ 
です。 イマーム とその 追従 者は 声に 出して タ アミー ンを 唱えます が、 追従 者は イマームに 
先駆けたり 遅れを 取ったり せず、 彼に 声を 合わせて そうする ようにし ます。 また クィ トル ロ 
や 災難の 折に 行われる クヌ ー/' の 際の ドウ アー （祈願） においても、 タ アミー ンを 唱える 
ことが 出来ます。 

2 — サラ ー外に おいて： アル = ファー ティ ハ 章を 読んだ 者と 聞いた 者、 また 金曜 礼拝 や 雨 
乞いの サラ ー、 日蝕 や 月蝕の サラ ーの 際の 説教な どに おける 特別な ドウ アー やそうで はな 
い 一般的な ドウ アー などに おいて、 タ アミー ンは スン ナ です。 


15 真正な 伝承。 ス ナン. アブー. ダー ウー ド （564)、 ス ナン. アン = ナサ ー イー （855)。 文章は アブー. 
ダー ウー ドの もの。 

16 訳者 注： アル = ファー ティ ハ 章を 読み終わった 後に 唱える、 「アーミー ン」 という 言葉を 指します。 キ 
リスト 教の 普及に よって 日本人が 誰でも 知る ようになった 「アーメン」 という 言葉と 同様に、 「アツ ラーよ、 
(祈りに） お応え 下さい。」 という 意味が あります。 

17 訳者 注： 「ウイ トル」 とは、 イシ ヤー 後から ファ ジュル 前までに 行う のが スン ナ .ム アツ カ ダ （義務で 
はない が 非常に 推奨され た 行為） とされて いる、 奇数 回の 形式を とる 礼拝。 

3 



